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ケアハウスケアハウス

紫陽花見物紫陽花見物

バスハイク in 下関バスハイク in 下関

あいにくの天気でしたが、雨露に濡れ
る紫陽花も風情があります。

関門海峡を一望しながら豪華な食事をし、唐戸市場のボードウォークを散策
しました。天候にも恵まれ、心地よい海風を感じ、楽しい時間を過ごしました。



夏祭り夏祭り 8月6日、恒例の夏祭りが
行なわれました。

8月6日、恒例の夏祭りが
行なわれました。

総合司会の二人総合司会の二人



夏祭りにご参加頂いた皆様夏祭りにご参加頂いた皆様

紙面ではご紹介できないほどたくさんの方々にご参加いただきました。 本当にありがとうございました。



太宰府天満宮を参拝。
いつの季節に訪れても異なる
風景で迎えてくれます。
境内では可愛いお猿さんの芸
も見ることができました。

満開に咲く紫陽花は迫力があります。

太宰府

紫陽花見物

外食会 ドライブを兼ねてショッピングセンター内で昼食。
自分で好きなものを選んで食べるのも楽しみです。



七夕会
短冊に込めた願いも様々です。
心に抱いた夢がいつまでもつ
ながっていきますように…

なじみの曲が流れると自然と手拍子になります。

互幸会の慰問互幸会の慰問



デイサービス

トマトづくりトマトづくり おやつ会おやつ会

バスハイクバスハイク

鉢植えでミニトマトを作っています。とても小ぶ
りですが、味はとっても濃厚です。

バスハイクに出かけました。
行先は『唐津～糸島』
鏡山公園で鯉に餌をやったり、伊都菜彩
で買い物したり、楽しい一日でした。

今回は八ツ橋です。手作りのおやつは味わい深い
ものです。

編
集
後
記

　N
H
K
大
河
『
真
田
丸
』
は
、
最
後
の
戦
国
武
将

と
言
わ
れ
る
真
田
信
繁
（
通
称
・
幸
村
）
の
生
涯
を

ド
ラ
マ
化
し
た
も
の
だ
。

　信
繁
の
父
（
昌
幸
）
は
武
田
・
織
田
・
北
条
・
上
杉
・

豊
臣
氏
の
家
臣
と
し
て
、
紆
余
曲
折
を
繰
り
返
し
大

名
に
ま
で
成
り
上
が
る
が
、
徳
川
家
康
と
は
良
好
な

関
係
を
保
て
ず
、
関
ケ
原
の
戦
い
で
は
西
軍
に
付
き

敗
戦
す
る
。

　信
繁
親
子
は
家
康
か
ら
高
野
山
付
近
に
幽
閉
さ

れ
、
そ
こ
で
昌
幸
は
生
涯
を
終
え
る
。

　今
回
の
大
河
に
も
最
終
版
の
役
ど
こ
ろ
で
、
嘉
麻

市
中
益
に
あ
る
大
隈
城
の
城
主
を
一
時
期
務
め
た
後

藤
基
次
（
通
称
・
又
兵
衛
）
も
登
場
す
る
で
あ
ろ
う
。

基
次
は
黒
田
勘
兵
衛
の
没
後
、
藩
主
の
長
政
と
不
仲

に
な
り
、
黒
田
家
を
離
れ
、
他
国
に
士
官
す
る
道
を

選
ぶ
が
、
長
政
の
圧
力
に
よ
り
、
そ
れ
が
か
な
わ
ず
、

浪
人
と
な
り
、
豊
臣
方
の
将
と
し
て
大
阪
夏
の
陣
に

参
戦
す
る
。

　基
次
が
討
ち
死
に
し
た
合
戦
で
は
、
高
野
山
か
ら

脱
出
し
た
信
繁
な
ど
と
共
に
、
大
阪
城
に
入
り
、
後

続
部
隊
と
し
て
行
動
す
る
は
ず
で
あ
っ
た
が
、
信
繁

が
濃
霧
に
よ
り
、
到
着
が
遅
れ
た
こ
と
も
原
因
と
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
信
繁
は
涙
を
流
し
て
悔
や

ん
だ
と
い
う
。
そ
し
て
同
じ
日
に
信
繁
も
討
ち
死
に
、

大
阪
城
は
落
城
し
豊
臣
は
滅
び
、
徳
川
政
権
が
確
立

す
る
の
で
あ
る
。

　さ
て
、
今
回
の
三
谷
幸
喜
原
作
の
大
河
で
は
、
基

次
が
ど
の
よ
う
な
形
で
登
場
す
る
か
は
わ
か
ら
な
い

が
、
哀
川
翔
が
又
兵
衛
の
生
き
様
を
ど
う
演
じ
る
か

楽
し
み
で
あ
る
。


